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① 科目名 公 民 理 解 （ 政治経済 ） ３年選択クラス

② 単位数 ２単位

③ 教科・科目のねらい

現代の諸課題について多面的、多角的かつ主体的に考察させ、公正な判断力を養い、良識ある公民とし

ての能力と態度を育て、良識ある公民として必要な能力を育てる。

④ 教科書： 数研出版「高等学校 政治・経済」

副教材： 第一学習社「最新 政治・経済資料集」

⑤ 科目の学習目標
１ 広い視野に立っての民主主義を理論的・体系的に理解する。

２ 現代における政治、経済、国際関係などを客観的に理解する。

⑥ 授業方法： 教科書、副教材、プリントを使った授業

内容の理解を深めるための視聴覚教材の積極的な活用

図書館やインターネットによる調べ学習

課題を設定した討論会の実施、発表学習

⑦ 成績評価の方法

定期考査・・・７０％

プリント・レポート・新聞記事の要旨、感想の提出物、授業への取り組み状況・・・３０％

定期考査・・・各学期の一覧表参照

⑧ 授業の受け方・留意点

○ 教科書を熟読しておくこと。

○ 毎日、新聞には目を通すこと。 ○ 日に一度はテレビのニュースを見るよう心がける。

○ 各種のレポートの提出 ○ 新聞記事の要旨、感想の提出

学習計画 （１学期）

学 配当
月 時間 大単元・学習項目 小単元 指導・評価の観点 評 価

期 数 （学習内容） と
反 省

○公民理解のガイダンス □学習の意義とガ
４ ４ イダンス（年間計

画・評価等説明）
○新聞等で多く出てくる政治

４ ○時事問題 経済問題について理解する。

５ ４
１ ４ ○第 1節 １少子高齢社会と ○少子高齢化の現状を把握し

現代日本の諸課題 社会保障 社会保障の維持について考え
ることができる。

２ ２地域社会の変貌 ○身近な事例を取り上げて、
と住民生活 住民生活の変化について考え

学 ６ ることができる。
３

３雇用と労働をめ ○具体例から現状を把握し、
３ ぐる問題 雇用関係の改善について考え

ることができる。

３ ４産業構造の変化 ○産業構造の変化を理解し、
期 と中小企業 中小企業の存続について考え
７ ることができる。

３
５農業と食糧問題 ○現状を統計などで把握し、

これからの農業について考え
ることができる。

６大規模自然災害 ○東日本大震災を思い起こし、
とエネルギー問題 今後日本がどのようにエネル

ギーを確保していくのか、具
体的に考える。



学習計画 （２学期）

学 配当
月 時間 大単元・学習項目 小単元 指導・評価の観点 評 価

期 数 （学習内容） と
反 省

○第２節 １地球環境と資源・ ○地球規模の諸課題に対して、
９ ２ 国際社会の諸課題 エネルギー問題 積極的に関心を持ち、解決す

ることへの意欲があり、その
方法を考える態度が備わって
いる。
○地球環境問題の現状を調べ、
わかりやすく発表できる。

２ ○地球規模の環境問題に対し
て、日本が果たすべき役割に
ついて考え、自分たちには何

２ ができるか考えて実践できる。
２国際経済格差の是
正と国際協力 ○南北問題の実態を把握し、

学 その解決方法考えることがで
きる。
○ＯＤＡなど格差を是正する

10 ２ ３人種・民族問題と 動きと、その成果を評価でき
地域紛争 る。

○民族問題や地域紛争の背景
期 ２ ４国際社会における を知り、その解決について考

日本の立場と役割 えることができる。

○国際社会における現在の日
本の立場を、多面的に考察で
きる。
○国際社会に対する興味を高
め、日本の役割を考えること
ができる。

11
２ 総合演習 □現在の日本が抱 ○現実社会の諸問題に応

える問題について 用し望ましい解決の在り
自分なりの解決策 方を考察させて、見方や

12 ８ 総合演習 を考える。 考え方をさらに発展させ
る。

６ 総合演習
○センター過去問題を解く

学習計画 （３学期）

3 １ ８ 総合演習 ○センター過去問題を解く
学
期 ２ ２


